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一
、
は
じ
め
に

　

京
都
龍
安
寺
に
は
西
源
院
本
『
太
平
記
』
と
称
さ
れ
る
古
写
本
が
所
蔵
さ

れ
て
い
る
（
現
在
は
京
都
国
立
博
物
館
に
寄
託
）。
西
源
院
本
は
代
表
的
な
伝
本１

と
し
て
、『
太
平
記
』
研
究
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
き
た
。
そ
れ

は
、
独
特
な
本
文
を
有
す
る
部
分
が
あ
る
も
の
の
、
巻
二
十
二
以
外
に
欠
巻

が
な
く
（
巻
二
十
二
を
欠
く
の
が
古
態
本
の
特
徴
）、「
大
永
天
文
（
一
五
二
一
〜

一
五
五
五
年
）
の
頃
」
と
推
定
さ
れ
る
古
写
本
で
、
そ
の
祖
本
は
応
永
十
九

年
（
一
四
一
二
）
〜
二
十
八
年
（
一
四
二
一
）
以
前
に
書
写
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る２
。
西
源
院
本
は
「
南
北
朝
・
室
町
期
の
『
太
平
記
』

を
代
表
す
る
テ
ク
ス
ト３
」
と
し
て
、
高
い
評
価
を
得
続
け
て
い
る
の
だ
。
そ

れ
故
、
鷲
尾
順
敬
氏
校
訂
『
西
源
院
本
太
平
記
』（
刀
江
書
院
、
一
九
三
六
年
。
以
下
、

刀
江
書
院
本
と
称
す
）・
高
橋
貞
一
氏
校
訂
『
新
校
太
平
記４
』（
思
文
閣
出
版
、
一

九
七
六
年
）・
兵
藤
裕
己
氏
校
注
『
太
平
記
（
一
）
〜
（
六
）』（
岩
波
書
店
、
二

〇
一
四
〜
二
〇
一
六
年
。
以
下
、
岩
波
文
庫
本
と
称
す
）
に
お
い
て
底
本
に
採
用

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
複
数
回
に
わ
た
っ
て
刊
行
さ
れ
て
い

る
古
態
本
『
太
平
記
』
は
他
に
な
く
、
岩
波
文
庫
本
の
底
本
に
採
用
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、今
後
最
も
影
響
力
を
持
つ
伝
本
の
一
つ
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

だ
が
、
実
は
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
の
火
災
の
た
め
に
、
全
巻
に
わ
た
っ

て
焼
損
が
あ
る
他
、
巻
三
十
八
〜
四
十
が
消
失
し
て
い
る
の
だ
。
そ
の
た
め
、

焼
損
・
焼
失
箇
所
は
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
作
成
さ
れ
た
、
東
京
大

学
史
料
編
纂
所
蔵
の
影
写
本
（
以
下
、〈
影
写
本
〉
と
称
す
）
に
依
ら
ざ
る
を
得

な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
〈
影
写
本
〉
は
「
極
め
て
忠
實
に
西
源
院
本

の
面
影
を
傳
へ
」（
刀
江
書
院
本
解
説
）
て
い
る
た
め
、
右
の
諸
テ
キ
ス
ト
は

こ
の
〈
影
写
本
〉
を
利
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。〈
影
写
本
〉
の
影
印５
が
、

黒
田
彰
・
岡
田
美
穂
氏
編
『
未
刊
軍
記
物
語
資
料
集
１

〜
３　

西
源
院
本
太

平
記
１

〜
３

』（
ク
レ
ス
出
版
、
二
〇
〇
五
年
。
以
下
、
ク
レ
ス
出
版
影
印
本
と
称
す
）

に
収
め
ら
れ
た
の
も
、「
原
本
に
忠
実
な
影
写
本
」（
同
書
岡
田
氏
解
説
）
と
認

識
さ
れ
て
い
た
か
ら
に
違
い
な
い６
。
そ
れ
な
ら
ば
確
か
に
、
焼
損
・
焼
失
部

分
の
本
文
は
〈
影
写
本
〉
を
利
用
す
る
の
が
最
も
良
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

だ
が
、〈
影
写
本
〉
が
「
原
本
に
忠
実
」
か
否
か
が
検
証
さ
れ
た
こ
と
は
な

い
よ
う
な
の
だ
。

　

西
源
院
本
『
太
平
記
』
の
基
礎
的
研
究

│
│ 

巻
一
・
巻
二
十
一
の
書
き
入
れ
を
中
心
に 

│
│

和
　
田
　
琢
　
磨
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こ
の
た
び
、
筆
写
は
原
本
を
見
る
機
会
を
得
て
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
例
え
ば
、
西
源
院
本
は
三
巻
ず
つ
十
二
冊

（
巻
三
十
八
〜
四
十
を
収
め
た
十
三
冊
目
は
焼
失
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
（
こ
の

形
態
は
〈
影
写
本
〉
も
同
様
）、
第
二
冊
（
巻
頭
は
巻
四
。
以
下
括
弧
内
に
巻
頭
巻
数

を
記
す
）・
第
三
冊
（
巻
七
）・
第
四
冊
（
巻
十
）・
第
五
冊
（
巻
十
三
）・
第
六

冊
（
巻
十
六
）・
第
七
冊
（
巻
十
九
）・
第
八
冊
（
巻
二
十
三
）・
第
十
冊
（
巻
二

十
九
）
に
は
、
焼
損
の
た
め
判
読
で
き
な
い
部
分
が
あ
る
巻
も
あ
る
も
の
の
、

〈
影
写
本
〉
に
は
写
さ
れ
て
い
な
い
蔵
書
印
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
の

で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
は
す
べ
て
の
冊
の
巻
頭
巻
の
目
録
丁
表
右
下
に

押
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
印
と
は
「
北
怘
山
」（
引
用
は
第
四
冊
・

巻
十
）
と
い
う
方
形
朱
陽
刻
印
で
、
西
源
院
の
蔵
書
印
で
あ
る７
。

　

以
下
、
本
論
で
は
、
原
本
調
査
か
ら
判
明
し
た
、
原
本
と
〈
影
写
本
〉
の

関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
い
き
た
い
。
中
で
も
、
書
き
入
れ
が
非
常
に
多
く
認

め
ら
れ
る
巻
一
と
巻
二
十
一
を
中
心
に
取
り
上
げ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
な

お
、〈
影
写
本
〉
に
は
丁
数
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
引
用
箇
所
を
示
す
丁

数
・
行
数
は
〈
影
写
本
〉
に
拠
る
こ
と
に
す
る
（
巻
一
は
第
一
冊
目
の
、
巻
二

十
一
は
第
七
冊
目
の
丁
数
で
あ
る
）。

二
、〈
影
写
本
〉
は
臨
模
本
だ
っ
た

蒙
竊
ニ

探w

テ

古
今
之
變
化q

ヲ

、察w

ル
ニ
ハ

安
危
之
所
由
ヲ

、覆
・テ

無p

ハ

外
天
ノ

徳【
徳
】也
、

明
／
君
躰テ
イp

シ
テ

之
ニ

保w

国
家q

ヲ

、
載
テ

・而

無p

ハ

棄
ヿ

地
ノ

道徳

也
、
良
臣
則
ノ
ツ
ト
ツ
テ・
守
之

w

ル

社
稷
ヲ

、
若
其
ノ

徳
／
缺
ル

則
雖p

ヘ
ト
モ

有p

位
ニ

不p

持
タ

、
所
謂
夏【
ノ
】桀

ハ

走
リ【w

】

南
巣
ニ【q

】殷
ノ

紂
ハ

敗ス
ル

牧
野
ニ

其
ノ

道
／
違タ

フ

則
ハ

雖p

ト
モ

有p

ト

威
不p

保久
タ

曽
テ

聴
ク

趙
高
ハ

死刑w

シ

咸
陽q

ニ

禄
山
ハ

亡【
亡
】w フ
鳳
翔シ
ヤ
ウq

ニ

、
是
ヲ

以
テ

前
／
聖
慎
ン
テ

而
得p

タ
リ

垂w

ル
ヽ
ヿ
ヲ

法
ヲ

於
将
来q

ニ

、
後
昆
顧
テ

而
テ

不p

ン

取w

誡
イ
マ
シ
メ
ヲ

於
既キ

往q

ニ

乎

　

西
源
院
本
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。
焼
損
部
分
は
〈
影
写
本
〉
の
本
文
を
引

用
し
網
掛
け
に
し
て
あ
る
。
ま
た
、
／
は
改
行
を
、
読
点
は
朱
点
が
付
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
、【　

】
で
囲
っ
た
文
字
は
朱
文
字
で
あ
る
こ
と
を
、・
印
は

補
入
記
号
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、「
ヒ
」
は
見
せ
消
ち
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
、
太
字
部
分
は
胡
粉
で
塗
抹
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
以

下
同
）。
こ
う
し
て
、
一
部
異
体
字
を
通
行
字
体
に
直
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る

も
の
の
、
可
能
な
限
り
原
本
通
り
に
翻
字
し
よ
う
と
し
た
の
が
右
の
本
文
で

あ
る
が
、
完
全
に
は
復
元
で
き
て
い
な
い
。

　

そ
れ
は
次
の
よ
う
な
点
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
行
目
の

「
地
ノ

道徳

」
の
「
道
」
の
左
に
は
「
ヒ
」
と
見
せ
消
ち
が
あ
り
、
四
行
目
の

「
不p

保久

」
の
「
保
」
の
左
傍
に
も
「
ヒ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
同
行
の

「
趙
高
ハ

死刑

」
の
「
死
」
の
左
傍
に
も
塗
抹
さ
れ
た
「
ヒ
」
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
傍
記
は
本
文
と
は
別
筆８
で
あ
る
。
ま
た
、
二
行
目
の

「
則
」
の
ル
ビ
、
四
行
目
の
「
禄
山
ハ

」
の
「
ハ
」、
五
行
目
の
「
慎
ン
テ

」「
得
タ
リ

」

「
垂
ル
ヽ
ヿ
ヲ

」「
法
ヲ

」、「
イ
マ
シ
メ
ヲ
」「
キ
」
の
カ
タ
カ
ナ
も
墨
色
が
異
な
る

別
筆
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
五
行
目
の
「
取
」
の
右
傍
に
は
朱
を
擦
り
消
し

た
跡
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
西
源
院
本
に
は
後
人
に
よ
る
書
き
入
れ９
が
多

く
あ
り
、
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
こ
の
西
源
院
本
の
姿
は
「
原
本
に
忠
実
な
影
写
本
」
と
考
え
ら
れ

て
い
る
〈
影
写
本
〉
か
ら
は
伺
う
こ
と
は
で
き
な
い
。「
影
写
本
」
と
は
「
刊

本
や
写
本
を
し
き
写
し
に
し
て
、
底
本
通
り
に
手
書
き
し
た
本
」（
長
澤
規
矩

也
氏
編
著
『
図
書
学
辞
典
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
五
年
第
三
刷
）
で
、〈
影
写
本
〉

の
各
冊
奥
書
に
「
影
写
了
」
と
い
う
文
言
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、〈
影
写
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本
〉
は
西
源
院
本
原
本
と
同
じ
で
あ
る
は
ず
な
の
だ
。
し
か
し
、
刀
江
書
院

本
や
ク
レ
ス
出
版
影
印
本
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
罹
災
前
の
大
正
九
年

（
一
九
二
〇
）
三
月
に
撮
影
さ
れ
た
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
の
巻
一
冒
頭
部

分
の
写
真Ａ
と
〈
影
写
本
〉
と
を
比
較
す
る
と
、
書
写
さ
れ
て
い
な
い
部
分
や

誤
写
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
古
い
写
真
で
あ
る
た
め
、
墨
朱
の
別
な
ど

を
判
断
し
が
た
い
箇
所
も
あ
る
の
だ
が
、
原
本
を
参
照
し
た
結
果
も
踏
ま

え
、
右
の
引
用
部
分
を
例
に
〈
影
写
本
〉
の
本
文
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　

こ
の
写
真
に
よ
る
と
、
一
行
目
「
安
危
之
所
由
」
の
「
所
」
の
右
に
は
「
来

イ
」
と
あ
り
（〈
影
写
本
〉
な
し
）、「
天
ノ

徳【
徳
】
也
」
の
朱
書
き
の
傍
記
は
実
は

「
道
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
原
本
と
比
較
す
る
と
、〈
影
写
本
〉

に
は
二
行
目
の
「
而
」「
徳
」「
之
」、
四
行
目
の
「
刑
」
と
い
っ
た
塗
抹
さ

れ
た
文
字
や
、
二
行
目
の
「
道
」、
四
行
目
の
「
保
」
左
傍
に
付
さ
れ
た
見

せ
消
ち
、
四
行
目
の
「
死
」
の
左
脇
に
あ
る
塗
抹
さ
れ
た
見
せ
消
ち
記
号
が

書
か
れ
て
い
な
い
。

　

さ
ら
に
も
う
少
し
、
写
真
で
確
認
で
き
る
部
分
を
見
て
み
よ
う
。

　

次
に
示
す
の
は
〈
影
写
本
〉
三
オ
の
一
〜
三
行
目
の
本
文
で
あ
る
。

…
…
…
是
ヲ

三
代
将
軍
ト

号
ス

、
而
ニ

頼
家
卿
者
實
朝
公
ノ

為
ニ

打
レ

、
／

實
朝
公
ハ

、
頼
家
之
子
悪
禅
師
公コ
ウ

暁ギ
ヨ
ウ

為
ニ

討
レ
テ
源
氏ジ

之【
○
○
】世
纔ワ
ツ
カ
ニニ

四
／

十
二
年
ニ

シ
テ
尽
ヌ
、
頼
朝
卿
ノ

舅シ
ウ

ト

、
…
…
…

　

原
本
に
は
、
一
行
目
「
而
」
の
左
に
見
せ
消
ち
の
記
号
と
塗
抹
さ
れ
た
「
然

イ
」
と
い
う
右
傍
記
、「
實
朝
」
の
上
に
補
入
記
号
と
塗
抹
さ
れ
た
「
其
弟
」

と
い
う
右
傍
記
、「
打
レ

」
の
右
傍
に
塗
抹
さ
れ
た
「
討
イ
」、
二
行
目
の

「
公コ
ウ

暁ギ
ヨ
ウ」
の
下
に
塗
抹
さ
れ
た
「
ノ
」、
三
行
目
の
「
頼
朝
」
の
上
に
補
入
記

号
と
塗
抹
さ
れ
た
「
其
後
」
の
文
字
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
先
と
同
様

に
〈
影
写
本
〉
は
塗
抹
さ
れ
た
文
字
を
写
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
が
、

こ
こ
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
二
行
目
の
「
之
世
」
の
右
脇
に
付
さ
れ
た
朱

の
印
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
丸
印
を
単
な
る
誤
写
訂
正
の
見
せ
消
ち
と
理
解

し
て
良
い
の
か
少
し
迷
う
の
だ
。
そ
こ
で
、
写
真
を
見
る
と
（
こ
の
部
分
、

原
本
は
燃
え
て
し
ま
っ
て
い
る
）、
下
の
余
白
の
所
に
「
父
子
三
代
イ
ニ
」
と
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
知
る
に
は
、
同

九
〜
十
行
目
に
か
け
て
の
次
の
部
分
が
参
考
と
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

…
…
…
自p

其
レ

後
チ

武
蔵
守
泰ヤ
ス

時
、修
理
ノ

亮ス
ケ

時
氏ウ
チ

、・
相
（「
西
明
寺
殿
是
也
」と
別
筆
で
右
傍
注
記
）

模
守
時
頼
、

右
馬
ノ

権ゴ
ン

／
頭
時
宗
相
模
守
貞サ
タ

時
相
イ

續
テ

七
代
、
…
…
…

の
一
行
目
「
時
氏ウ
チ

」
の
左
下
に
は
墨
の
補
入
記
号
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
下
の

余
白
を
指
し
て
短
い
朱
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
先
に
は
横
向
き

に
「
武
蔵
守
経
時
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
ち
な
み
に
、
原
本
で
は
二

行
目
の
「
續
テ

」
の
左
傍
に
「
継
イ
」
と
い
う
墨
書
が
塗
抹
さ
れ
て
い
る
）。

　

こ
の
よ
う
な
書
き
入
れ
の
さ
れ
方
を
勘
案
す
る
と
、
二
つ
の
朱
の
丸
印
は

他
本
の
本
文
に
改
め
る
た
め
の
見
せ
消
ち
と
考
え
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。
実

際
に
「
源
氏
父
子
三
代
纔
ワ
ツ
カ
ニ

四
十
二
年
」（
筑
波
大
学
本
）
と
な
っ
て
い
る
伝

本
も
多
い
の
だ
。〈
影
写
本
〉
書
写
者
は
、
朱
の
見
せ
消
ち
だ
け
を
写
す
と

い
う
、
中
途
半
端
な
書
写
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

右
か
ら
は
、〈
影
写
本
〉
は
「
影
写
」
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

が
分
か
る
。〈
影
写
本
〉
は
臨
模
本
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

原
本
と
は
違
っ
た
姿
の
近
代
写
本
が
生
み
出
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

三
、
書
き
入
れ
本
文
は
南
都
本
系
統

　

で
は
、
西
源
院
本
に
は
ど
の
よ
う
な
書
き
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ



〔　　〕58

う
か
。
高
橋
貞
一
氏
が
推
定Ｂ
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
流
布
本
系
の
本
文
な
の

だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
書
き
入
れ
の
本
文
系
統
を
明
ら
か
に
し
て
い
こ
う
。
な

お
、
こ
こ
で
言
及
す
る
傍
記
も
す
べ
て
本
文
と
別
筆
と
考
え
ら
れ
る
。

　

最
初
に
巻
一
「
謀
叛
露
顕
土
岐
多
治
見
被
討
事
」（
原
本
焼
損
の
た
め
章
段

名
は
〈
影
写
本
〉
に
よ
る
）
の
次
の
部
分
に
注
目
し
た
い
。

是
程
ノ
一
大
事
ヲ
、
女
姓
ニ

知
ス
ル

程
ノ

心
ニ

テ
、
／
ナナ

ジ
カ
ハ
仰
ギ
ヤ
ウ

天
セ
ザ

ル
ベ
キ
・
、
只
ト
モ
カ
ク
モ
身
ノ

咎
ヲ

、
助
ル

様
ニ

御
斗
ヒ

候
ヘ
シ【ヒ】ト
ソ
／

申
ケ
ル
、
夜
未p

タ

明
サ
ル
ニ
、
齊
藤
、
急
キ

六
波
羅
殿【ヒ】ヘ

参
テ

、
事
之
子

細
ヲ

委
ク

／
告
申
ケ
レ
ハ
、
則
・
京
中
洛
外
之
武
士
共
ヲ

、
六
波
羅
殿【ヒ】ヘ

召

集
テ

、
先
ツ

着
到
ヲ
ソ

／
被p

付
ケ向

事ル
【
〇
】
其
比
摂
津
国
葛
葉
ト
云
所
ニ

、

地
下
人
等
、
本
所
ノ
代
官
ニ

背
キ 

（
10
オ
８

〜
12
）

　

五
行
目
の
【
〇
】（
朱
丸
印
）
の
上
「
ケ
ル
」
の
右
に
、「
向
事
」
と
い
う

墨
書
が
塗
抹
さ
れ
て
い
る
。
ル
ビ
で
な
い
こ
と
は
一
見
し
て
明
ら
か
で
、
実

は
章
段
名
の
一
部
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
西
源
院
本
を
含
む
重
要
伝
本
三

十
六
本Ｃ
を
調
査
す
る
と
（
南
都
本
・
竹
中
本
・
吉
田
文
庫
本
・
京
大
本
は
巻
一
を

欠
く
）、
こ
こ
で
章
分
け
し
て
い
る
の
は
三
十
二
伝
本
中
、
南
都
本
系
統
の

四
本
（
簗
田
本
・
内
閣
文
庫
本
・
筑
波
大
学
本
・
相
承
院
本
）・
神
宮
徴
古
館
本
・

松
井
本
・
島
津
家
本
・
前
田
家
本
・
正
木
本
の
九
伝
本
で
あ
り
、
他
の
二
十

三
伝
本
は
こ
こ
で
章
を
立
て
て
い
な
い
。

　

こ
の
九
伝
本
中
、
松
井
本
（「
土
岐
多
治
見
討
死
之
事
」）・
前
田
家
本
（「
土

岐
田
染
生
害
之
事
」）
は
点
線
部
が
異
な
る
か
ら
依
拠
伝
本
の
可
能
性
か
ら
除

外
で
き
る
。
さ
ら
に
は
「
多
治
見
」
を
「
多
染
」
と
す
る
島
津
家
本
も
、
詳

述
す
る
紙
幅
は
な
い
が
、
依
拠
伝
本
の
候
補
か
ら
外
せ
る
。
よ
っ
て
、「
土

岐
多
治
見
発
向
事
」（
筑
波
大
学
本
）
と
な
っ
て
い
る
南
都
本
系
統
（
巻
一
は

「
土
岐
田
治
見

0

0

0

発
向
事
」
と
す
る
正
木
本
も
異
同
は
あ
る
が
基
本
的
に
南
都
本
系
統
で

あ
る
）
か
神
宮
徴
古
館
本
の
可
能
性
に
絞
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
後
掲
の

諸
例
も
踏
ま
え
る
と
、
塗
抹
は
南
都
本
系
の
章
段
名
の
末
尾
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
他
の
塗
抹
部
分
を
見
て
も
、
二
行
目
の
「
仰
ギ
ヤ
ウ

天
セ
ザ
ル
ベ
キ
」
の

下
の
塗
抹
さ
れ
た
補
入
記
号
の
右
傍
に
は
「
此
事
ハ
同
名
頼
員
多
治
見
ノ
四

郎
二
郎
カ
勧
ニ
ヨ
ツ
テ
同
意
仕
テ
候
」
と
、
南
都
本
系
に
も
あ
る
本
文
が
記

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
四
行
目
の
「
則
・
京
中
」
の

印
部
分
に
も
南

都
本
・
流
布
本
等
に
は
異
文
が
あ
る
の
で
、
こ
の
印
は
そ
の
存
在
を
示
す
と

推
定
さ
れ
る
。

　

同
様
に
、
巻
一
「
俊
基
資
朝
被
召
取
関
東
下
向
事
」
に
は
、

…
…
…
是【ヒ】孔
子
之
善
言
、
魯ロ

論
之
記
ス
ル

処
ナ
レ
ハ

、
ナ
ジ
カ
ハ
／
少
モ

可p

キ

違
、
夢
ノ

中
ノ

楽
ミ

忽
ニ

尽
ニ
［
テ
］、
眼
ノ

前
ノ

悲
ミ

云爰
ニ

来
レ
リ
ト

、
是【ヒ】ヲ

見
聞
ケ
ル
／
人

ゴ
ト
ニ
、
盛
ジ
ヤ
ウ

者
必ヒ
ツ

衰
之
理
ヲ
知
ラ

テ
モ
袖
を
ホ

シ
ア
ヘ
ス
【
〇
】
同
廿
七

日
東
使
両
人
／
資東
下
向
事

朝
俊
基
ヲ

具
足
シ
奉
テ

、
鎌
倉
ニ

下
着
ス （
13
オ
１

〜
４

）

と
、
三
行
目
の
朱
丸
印
の
所
に
「
資
朝
俊
基
関
東
下
向
事
」（
筑
波
大
学
本
）

の
傍
線
部
が
墨
で
記
さ
れ
て
お
り
、
塗
抹
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
章
立
て
を

す
る
伝
本
は
三
十
二
伝
本
中
十
四
本
も
あ
る
も
の
の
、「
東
下
向
事
」
を
章

段
名
に
持
つ
の
は
、
や
は
り
南
都
本
系
四
本
と
正
木
本
だ
け
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
巻
一
「
主
上
御
告
文
関
東
被p

下
事
」
に
も
同
じ
こ
と
を
指
摘
で

き
る
。
す
な
わ
ち
、

…
…
…
近コ
ノ
コ
ロ日
東
夷
之
行
事
粗
忽
之
儀
多
候
ヘ
ハ

、
御
／
油
断
ハ【ヒ】有下
向
事
同
御
告
文
事

マ
シ
キ

ニ
テ
候
、【
〇
】先
告
文
ヲ

一
紙
下
サ
レ
候
テ

、相
模
入
道
カ

忿イ
カ
リヲ

シ
ツ
メ
候
ハ

ヤ
ト
被p
申
ケ
レ
ハ 

（
13
ウ
５

〜
７

）

と
、
南
都
本
系
統
特
有
の
章
段
分
け
の
部
分
に
朱
の
印
が
あ
り
、「
勅
使
関
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東
下
向
事
同
御
告
文
事
」（
筑
波
大
学
本
）
の
傍
線
部
相
当
箇
所
が
傍
記
さ
れ
、

塗
抹
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
も
正
木
本
は
「
勅
使
関
東
下
向

事
付
御
告
文
事
」
と
「
同
」
が
「
付
」
に
な
っ
て
い
る
程
度
で
南
都
本
系
と

同
じ
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
巻
一
に
は
三
箇
所
に
南
都
本
系
統
の
章
段
名
が
傍
記
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
右
に
示
し
た
文
中
に
認
め
ら
れ
る
墨
朱
の
書
き

入
れ
も
南
都
本
系
本
文
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
傾
向
は
巻
二
十
一
に
も
認
め
ら
れ
る
。
巻
二
十
一
に
は
「
吉
野
新
帝

受
禅
事
同

御
即
位
事
」
内
に
一
箇
所
だ
け
で
あ
る
が
、
や
は
り
南
都
本
系
統

の
章
段
分
け
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

【
○
】
同南

帝

受

禅

御

事

十
二
月
三
日
、
太
神
宮
由ヨ
シ
ノ

奉
／
幣
使
ヲ
被p

下
テ【ヒ】、
第
七【ヒ】宮
、

天
子
之
位
ニ

即
セ
給
フ
、
夫
レ
継
躰
之
君
、
登
極
之
御
時
、
／
サ
マ
〳
ノ〵

大
礼
可p

シ

有
、
先
新
帝
受
禅
ノ

日
、
三
種
之
神
器
ヲ

傳
ラ【ヒ
ヒ
】レ
テ
、
御
即
位

之
儀
式
ア
リ 
（
42
ウ
５

〜
７

）

　

二
行
目
の
「
七
」
の
右
に
は
別
筆
で
「
八
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
南
都

本
系
諸
本
は
、
朱
丸
印
か
ら
「
南
帝
受
禅
御
事
」（
南
都
本
）
と
章
立
て
し
て

い
る
。
巻
二
十
一
を
欠
く
神
田
本
・
龍
谷
大
学
本
・
武
田
本
を
除
く
三
十
三

本
の
中
で
、章
立
て
を
し
て
い
な
い
の
は
西
源
院
本
・
織
田
本
・
前
田
家
本
・

釡
田
本
の
四
本
だ
け
で
、
残
り
の
二
十
九
本
は
す
べ
て
こ
こ
で
章
を
改
め
て

い
る
。
そ
の
う
ち
、
南
都
本
と
同
じ
章
段
名
を
有
す
る
の
は
南
都
本
系
の
四

本
・
吉
田
文
庫
本
・
宝
徳
本
・
豪
精
本
・
京
大
本
・
中
京
大
本
の
九
本
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
章
段
名
だ
け
で
考
え
れ
ば
南
都
本
系
以
外
の
伝
本
に
よ

る
書
き
入
れ
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
本
文
訂
正
を
示
す
書
き
入
れ
が

南
都
本
系
本
文
と
の
み
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
南
都
本
系
統
の
伝
本

を
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
だＤ
。

　

以
上
か
ら
、
書
き
入
れ
は
南
都
本
系
の
伝
本
を
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ

るＥ
。
そ
れ
で
は
、
本
文
は
ど
の
よ
う
に
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

原
本
の
様
相
を
少
し
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

四
、
書
き
入
れ
の
実
態
　
│
│
巻
一
を
中
心
に

　

西
源
院
本
原
本
の
様
相
を
巻
一
を
例
に
確
認
し
よ
う
。
南
部
本
は
巻
一
を

欠
い
て
い
る
の
で
、
書
き
入
れ
本
文
は
南
都
本
系
の
伝
本
の
本
文
を
引
用

し
、
必
要
に
応
じ
て
他
本
を
使
用
す
る
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
西
源
院
本
原

本
の
姿
を
推
定
す
る
際
に
、
西
源
院
本
の
転
写
本
と
言
わ
れ
て
い
る
織
田
本Ｆ

の
本
文
を
比
較
対
象
と
し
て
利
用
す
る
（
以
下
、
い
ち
い
ち
断
る
こ
と
は
し
な
い

が
、
基
本
的
に
西
源
院
本
原
本
と
織
田
本
の
本
文
は
同
じ
で
あ
る
）。

・
補
入
、
見
せ
消
ち
、
重
ね
書
き

　

原
本
に
は
「
一
部部
ノ

大タ
イ

綱カ
ウ

此
ノ

一
句
ニ

ア
リ
、
着
ツ
ケ
テp

心
ヲ

看p

ハ

之
ヲ

」（
４

ウ
９

）

と
い
う
一
文
が
朱
で
見
せ
消
ち
に
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
こ
こ
は
、
西

源
院
本
と
織
田
本
だ
け
に
あ
る
、
両
本
共
通
の
祖
本
の
存
在
を
伝
え
る
一
例

で
、
本
来
注
記
で
あ
っ
た
は
ず
の
詞
章
が
本
文
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
原

本
に
は
こ
の
よ
う
に
簡
単
に
本
文
改
変
が
な
さ
れ
て
い
る
例
も
数
多
く
見
受

け
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
う
い
っ
た
改
変
方
法
の
例
示
は
省
略
し
、
や
や

複
雑
な
手
法
で
改
変
さ
れ
て
い
る
部
分
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
「
人
生ウ
マ
レテ

勿p

レ

作ナ
ルp

ヿ

婦
人
ノ

身q

ト

百
年
ノ

苦
楽
ハ

因ヨw

レ
リ
ト

他
人q

ニ

、
白
楽
天
之カ

書
タ
リ

シ
モ
理
ナ
リ
ト
覚
タ
リ
」（
５

オ
10
〜
11
）
に
注
目
し
た
い
。
実
は
「
因ヨw

レ
リ
ト

」

と
「
他
人
」
の
間
に
は
、
朱
で
「
ル
ト
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
因
ル
ト

」
は

南
都
本
系
の
本
文
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
「
白
楽
天
之カ

」
の
「
之
」
の
右
に
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記
さ
れ
た
「
カ
」
は
ル
ビ
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
こ
れ
も
南
都
本
系
の
「
白
楽

天
カ
」（
筑
波
大
学
本
）
と
の
異
同
を
書
き
入
れ
た
も
の
と
判
ぜ
ら
れ
る
の
だ
。

　

次
に
「
サ
テ
モ
定
メ

無
ハ

人
間
ノ
習
ヒ

相
ナ
レ
ハ

逢
中
ノ

契
ナ【
ナ
シ
】レ
ハ
、
今
モ

若シ

我
身
墓ハ
カ

無
ク

成
ヌ
ト
聞
賜
事
有
ハ

、
無
ラ
ン
跡ア
ト

マ
テ
モ

貞
女
ノ

心
ヲ

失
ハ
テ
」（
９

ウ
５

〜
６

）

の
部
分
を
確
認
す
る
。
原
本
を
見
る
と
、「
相
」
の
右
に
「
ナ
レ
ハ
」
と
墨

書
し
、「
相
逢
」
か
ら
「
ナ
レ
ハ
」
ま
で
を
朱
で
見
せ
消
ち
に
し
、「
契
ナ
レ
」

の
右
に
朱
で
「
ナ
シ
」
と
記
し
て
い
る
。
南
都
本
系
本
文
が
「
サ
テ
モ
定
ナ

キ
ハ
人
間
ノ
習
ナ
レ
ハ
」（
筑
波
大
学
本
）
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
書
き
入
れ

の
意
図
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
爰
ニ

美
濃
国
ノ

住
人
ニ

土
岐
ノ

伯
耆
十
郎
頼ヨ
リ

時貞
田多
治
見
ノ

四
郎
次

郎
・国
長ト
云
者
ア
リ
共
ニ

清
和
源
氏
之
後
胤
ト
シ
テ
武
勇
之
聞
エ
有
シ【ヒ
ヒ
ヒ
】

カ
バ
資

朝
・卿
様
々
之
縁
ヲ

尋モ
ト
メテ

昵ム
ツ
ヒ

近
ツ

カ
レ
ケ
リ
【
△
】」（
７

ウ
３

〜
５

）
に
も
改
変

の
跡
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
有
シ
カ
バ
」
の
右
傍
に
は
「
ケ
リ
」

と
い
う
墨
書
が
塗
抹
さ
れ
、
南
都
本
系
本
文
と
同
じ
文
に
改
め
ら
れ
て
い

る
。「
土
岐
ノ

伯
耆
十
郎
頼
時貞
」
も
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
流
布
本
は
名

字
を
「
多
治
見
」、
名
を
「
頼
員
」
と
し
て
い
る
し
、
今
川
家
本
・
前
田
家
本
・

天
理
甲
本
・
神
宮
文
庫
本
・
神
田
本
の
傍
記
等
は
名
字
を
「
田
染
」
と
し
て

い
て
、
書
き
入
れ
と
一
致
す
る
の
は
南
都
本
系
本
文
な
の
で
あ
る
。
別
筆
で

補
入
さ
れ
て
い
る
「
国
長
」
も
南
都
本
系
の
語
句
が
塗
抹
さ
れ
ず
に
残
っ
た

も
の
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
同
丁
十
行
目
に
も
「
土
岐
伯
耆
十
郎

頼
時
同
左
近
蔵
人
頼
員カ
ズ

多田
治
見
ノ

四
郎
・国
長等
也
」
と
あ
る
。「
頼
時
」
の
右
傍

の
塗
抹
部
分
は
判
読
で
き
な
い
も
の
の
、
南
都
本
系
諸
本
で
は
「
頼
貞
」（
筑

波
大
学
本
）
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、「
貞
」
と
記
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

ま
た
、
織
田
本
で
は
「
頼
貞
」
と
な
っ
て
い
る
部
分
が
「
頼
員カ
ズ

」
と
な
っ
て

い
る
が
、
ル
ビ
の
部
分
を
よ
く
見
る
と
、
薄
墨
で
書
か
れ
た
「
サ
ダ
」
の
上

か
ら
「
カ
ズ
」
と
重
ね
書
き
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

さ
ら
に
は
、「
傍ソ
ハ

ニ

臥
タ
・リ
ケ

ル
遊
君
、
物
ナ
レ
タ
ル
女
ナ
リ
ケ
レ
ハ
、
枕
ナ

ル
鎧
ヲ
取
テ

打
キ
セ
、
上ウ

帯
ヲ【ヒ】
ツ
ヨ
ク
シ
メ
サ
セ
テ
、
猶
寝
入
タ
ル
者
共

ヲ【ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
】

忍
ヤ
カ
ニ
引

ソ

起
ケ
ル
ニ【ヒ】小
笠
原
孫
六
傾
城
ニ

驚
カ
サ
レ
テ
、
太
刀
斗
ヲ
取

テ
中
門
ニ

走
リ
出
テ

、
目
ヲ
ス
リ
ア【ヒ
ヒ
】ケ
テ
、
四
方
ヲ

趷
ト
見
タ
レ
ハ
、
車
輪
之

旗
二一
イ

流
、
築
地
之
上
ヨ
リ
見
ヘ

タレハ
リ
」（
11
オ
10
オ
〜
13
）
も
、
改
変
後
の
本

文
は
南
都
本
系
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

　

漢
詩
の
表
記
も
南
都
本
系
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。「
本
ト

為w

メ
ニ

聖
明q

ニ
ハ

除w

リ

弊
事q

ヲ　

豈
ニ

於w

テ

衰
朽q

ヲ

惜w

残
年q

ヲ　
　

│
│
将w

テ

」（
９

オ
８

） 

と
い
う
昌
黎

の
詩
の
第
三
・
四
句
目
を
見
て
み
た
い
。「
本
」
の
右
上
に
は
、
墨
字
の
「
ミ
」

の
上
に
朱
で
「
モ
」
と
重
ね
書
き
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
右
傍
に
は

「
欲【
ス
】」
と
記
さ
れ
、
左
傍
に
は
見
せ
消
ち
記
号
が
あ
り
、
双
方
と
も
に
塗

抹
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、「
除w

リ

」
の
「
リ
」
の
上
か
ら
朱
で
「
ン
ト
」

と
書
か
れ
て
い
る
他
、「
於
」
の
上
に
朱
で
見
せ
消
ち
の
印
が
あ
り
、
右
脇

に
下
へ
向
か
う
短
い
朱
線
が
引
か
れ
、
句
の
下
に
「
│
│
将w

テ

」
と
墨
書
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
他
諸
本
に
も
認
め
ら
れ
る
語
句
だ
が
、
こ
こ
も
南
都

本
系
の
本
文
に
訂
し
よ
う
と
し
た
痕
跡
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

　

同
様
の
方
法
で
ル
ビ
も
改
め
ら
れ
て
い
る
。
三
例
だ
け
掲
げ
て
お
こ
う
。

・「
夭ヨ【
ウ
】タ
ウ桃」（

５

オ
４

）
↓
ル
ビ
に
墨
朱
が
混
ざ
っ
て
い
る
上
に
、「
ヨ
ウ
」

の
「
ヨ
」
に
朱
で
「
エ
」
と
重
ね
書
き
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
南
都

本
系
諸
本
は
「
ヨ
ウ
」
で
あ
る
。

・「
御
形【
チ
】

毛
【
ホ
ウ
シ
ヤ
ウ
】
嬙
西
施【
シ
】モ
面
ヲ
恥
チ

」（
５

オ
５

）
↓
朱
書
き
の
「
ホ
ウ
シ
ヤ

ウ
」
の
「
ホ
」
に
墨
で
濁
点
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
南
都
本
系
の
簗
田
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本
は
「
ぼ
う
し
や
う
」（
内
閣
文
庫
本
も
同
）、
相
承
院
本
は
「
モ
ウ
シ
ヤ

ウ
」（
筑
波
大
学
本
も
同
）
と
す
る
。

・「
薫
篭
ニ

香カ

消
テ
蕭
シ
ヨ
ウ

々
タ
ル
暗ク
ラ

キ
雨
ノ
窓
ヲ
打
声
ヘ

」（
５

オ
９

）
↓
「
暗

キ
雨
」
の
ル
ビ
「
ク
ラ
」
の
上
に
「
ヨ
ル
ノ
」
と
朱
で
重
ね
書
き
さ
れ

て
い
る
。
南
都
本
系
の
簗
田
本
・
内
閣
文
庫
本
・
相
承
院
本
は
朱
の
ル

ビ
の
読
み
を
、
筑
波
大
学
本
は
「
暗
ク
ラ
ヤ
ミノ
雨ア
メ

」
と
す
る
。

　

右
か
ら
は
、
南
都
本
系
諸
本
間
で
も
微
妙
な
本
文
異
同
が
あ
る
こ
と
が
理

解
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
故
に
「
夭ヨ【
ウ
】タ
ウ桃」
に
重
ね
書
き
さ
れ
た
「
エ
」
を

南
都
本
系
統
以
外
の
本
に
拠
っ
た
と
は
簡
単
に
は
片
付
け
ら
れ
な
い
こ
と
も

理
解
さ
れ
よ
う
。
さ
ら
に
筆
者
が
強
調
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
墨
と
朱
が

加
え
ら
れ
た
時
期
の
先
後
関
係
が
は
っ
き
り
と
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
多
く
は
朱
が
後
か
ら
加
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

「
毛
【
ホ
ウ
シ
ヤ
ウ
】
嬙
」
の
濁
点
の
よ
う
に
墨
が
後
か
ら
加
え
ら
れ
た
例
も
あ
る
の
で
あ
る
。

墨
朱
に
よ
る
書
き
入
れ
は
複
数
回
に
わ
た
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
の
だ
。

・
擦
り
消
ち

　

本
文
を
擦
り
消
し
て
改
変
し
た
例
も
見
ら
れ
る
。「
自p

是
君
王ナ
ウ

朝サ

政マ

ヲ
シ

タ
マ
ワ
ス
、
遂
ニ

準ジ
ユ

后
之
宣
旨ジ

ヲ
被p

サ
レ

下
シ
カ
ハ
、
人
皆
皇
后
元
妃【
ヒ
】之
思
ヲ

ナ
セ
リ
、
忽【ヒ

ヒ
】

ニ

ア
ル
光
彩サ
イ

之
始
テ

門
戸コ
ニ

ナ
レ
ル
事
ヲ
」（
５

ウ
３

〜
５

）
を
例

に
見
て
み
よ
う
。「
朝サ

政マ

ヲ
」
の
下
に
は
「
モ
」
を
擦
り
消
ち
に
し
た
跡
が

あ
る
。
織
田
本
は
「
朝
政
ヲ
モ

」
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
も
南
都
本
系
な

ど
の
本
文
に
改
め
よ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
遂
ニ

」
の
右

傍
に
墨
字
「
忽
」
を
擦
り
消
し
た
跡
、「
忽【ヒ

ヒ
】

ニ

ア
ル
」
の
右
傍
に
判
読
不
明
の

塗
抹
が
あ
る
。
前
者
は
南
都
本
系
の
「
忽
」
を
記
し
た
の
だ
ろ
う
し
、
後
者

も
南
都
本
系
の
「
驚
キ
見
」（
筑
波
大
学
本
）
が
塗
抹
さ
れ
て
い
る
と
推
定
さ

れ
る
。

　

同
様
に
、「
詩
ハ

杜
子
美ミ

李
太
白
ニ

肩
ヲ
較ナ
ラ

ベ
」（
８

オ
９

〜
10
）
も
、「
較ナ
ラ

ベ
」

の
下
の
「
シ
」
を
擦
り
消
し
て
南
都
本
系
と
同
じ
本
文
に
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
軍
勢
雲
霞
ノ

如
ク

六
波
羅
ヘ

馳
集
ル

」（
10
ウ
３

）
で
も
「
如
ク

」
の
下
の
「
ニ
」

が
擦
り
消
ち
に
さ
れ
、
南
都
本
系
と
同
じ
形
に
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、「
韓
湘
答
ル

事
ナ
ク
シ
テ
、
前マ
ニ

置
ケ
ル
瑠
璃
之
盃
ヲ
打
伏セ
テ

テ

、

軈
テ

又【ヒ】引
ア
ヲ
ノ
ケ
タ
ル
ヲ
見
レ

ハ
、
忽
前然

ト
シ
テ
碧
玉
之
、・牡
丹

花
ノ
嬋セ
ン

娟ケ
ン

タ

ル
一
枝
ア
リ
昌
黎
驚
テ

是
ヲ

見
ル

ニ
」（
８

ウ
５

〜
７

）
に
も
擦
り
消
ち
を
含
む

細
か
な
改
変
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
置
ケ
ル
」
の
「
ケ
」
は
「
タ
」

に
重
ね
書
き
さ
れ
て
い
て
、「
忽
前
」
の
「
前
」
は
墨
で
見
せ
消
ち
さ
れ
「
然
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
花
」
の
上
に
は
「
牡
丹
」
が
補
入
さ
れ
て
い

る
の
が
塗
抹
さ
れ
、「
一
枝
」
は
「
二
枝
」
の
「
二
」
の
一
部
を
擦
り
消
し

て
変
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
墨
朱
に
よ
る
改
変
前
の
姿
も
織
田
本
に
一

致
し
、
改
変
後
の
姿
は
南
都
本
系
に
一
致
す
る
。
な
お
、「
打
伏セ
テ

テ

」
の
ル
ビ

は
朱
で
「
ウ
ツ
フ
ケ
」
と
重
ね
書
き
さ
れ
て
い
る
。〈
影
写
本
〉
は
「
ウ
ツ

フ
セ
テ
」
と
朱
書
き
本
文
と
の
混
態
本
文
に
し
て
い
て
、
次
節
で
詳
述
す
る

〈
影
写
本
〉
の
問
題
点
を
示
す
一
例
と
な
っ
て
い
る
。

・
イ
本
注
記

　

書
き
入
れ
に
は
「
イ
」「
イ
ニ
」
と
加
え
ら
れ
た
注
記
も
あ
る
。
い
く
つ

か
確
認
し
て
お
こ
う
。

・「
阿安イ
野
中
将
公キ
ン

廉カ
ト

」（
５

オ
11
）
↓
南
都
本
系
・
玄
玖
本
・
流
布
本
等
は

「
安
」、
神
宮
徴
古
館
本
等
は
「
阿
」
と
い
う
よ
う
に
、
諸
本
間
で
文
字

に
違
い
が
あ
る
が
、
イ
本
注
記
は
南
都
本
系
に
拠
っ
て
い
よ
う
。

・「
第
三二
イ

ノ

宮
」（
６

オ
５

）
↓
現
存
南
都
本
系
諸
本
四
本
は
「
三
」
と
す
る
。
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た
だ
し
、
内
閣
文
庫
本
に
は
「
三
」
の
右
に
「
二
」
と
朱
の
傍
記
が
あ

り
、『
参
考
太
平
記
』
に
よ
る
と
現
存
し
な
い
南
都
本
に
も
「
二
」
と

記
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
や
は
り
、
南
都
本
系
と
の
異
同
を
記
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

・「
訶カ

梨
帝底イ
イ

母モ

」（
６

ウ
９

）
↓
イ
本
注
記
は
南
都
本
系
の
文
字
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
流
布
本
は
「
帝
」
で
あ
る
。

・「
時
ヲ
噇咄イ
ト

作
ル
」（
11
オ
４

）
↓
「
噇
」
の
右
に
は
「
ト
ツ
」
と
い
う
ル

ビ
も
あ
る
。
イ
本
注
記
は
南
都
本
系
の
文
字
で
あ
ろ
う
。
や
は
り
流
布

本
と
は
異
な
る
。

・「
六
波
羅
ヱ

馳
皈参
イ

ル

」（
11
オ
７

）
↓
墨
の
イ
本
注
記
は
南
都
本
系
と
一
致

す
る
。

・「
二三
イ

千　

余
騎
」（
11
オ
８

）
↓
イ
本
注
記
は
南
都
本
系
と
一
致
す
る
。

こ
の
よ
う
に
墨
の
イ
本
注
記
で
も
塗
抹
さ
れ
て
い
な
い
所
も
あ
る
の
で

あ
る
。
な
お
、
空
角
部
分
は
「
ノ
」
を
擦
り
消
ち
に
し
て
い
る
。

・「
矢
前サ
キ

白
ク

射
通ヲ
シ

テ

馬
ヨ
リ
倒
サ
カ
サ
マ
ニ

射
落
ス
」（
11
ウ
６

〜
７

）
↓
「
倒
サ
カ
サ
マ
ニ」

の
左
傍
に
墨
で
「
直
逆
イ
」
と
書
か
れ
塗
抹
さ
れ
て
い
る
。
簗
田
本
は

「
ま
つ
さ
か
さ
ま
に
」（
相
承
院
本
も
同
）、
内
閣
文
庫
本
は
「
直
逆
ニ
」（
筑

波
大
学
本
も
同
）
と
な
っ
て
い
る
。
や
は
り
、
南
都
本
系
の
語
句
で
あ

ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
多
く
は
南
都
本
系
の
本
文
に
依
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
が
、

・「
ア一
奇
イヤ
シ
ヤ
」（
９

ウ
８

）
↓
「
一
奇
」
と
い
う
表
記
を
し
た
伝
本
未
詳
。

・「
車
輪
之
旗
二一
イ

流
」（
11
オ
13
）
↓
「
一
イ
」（
こ
の
注
記
部
分
は
原
本
で
も

確
認
で
き
る
）
は
、
玄
玖
本
・
梵
舜
本
・
流
布
本
・
天
正
本
他
に
一
致

す
る
。
南
都
本
系
や
神
宮
徴
古
館
本
は
西
源
院
本
と
同
じ
く
「
二
千
」。

の
よ
う
に
、
南
都
本
系
の
語
句
と
異
な
る
場
合
も
あ
る
。
た
だ
し
、
先
掲
「
第

三二
イ

ノ

宮
」
の
如
く
、
西
源
院
本
が
用
い
た
南
都
本
系
伝
本
に
そ
の
よ
う
な
語

句
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
原
本
復
元
を
難
し
く
し
て
い
る
の
が
、
墨
と
朱
の
書
き
手
の
意
識
の

違
い
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
其
交
會
イ

遊
飲宴
之
躰
、
見
聞フ
ツ
・
耳ノ
者

目傍
若
無
人
ト
モ
云
ツ
ヘ
シ【
イ
ニ
】

ヲ
驚
セ
リ
」

（
７

ウ
10
〜
11
）
に
は
、「
飲宴
」
の
右
に
「
イ
ン
」
と
ル
ビ
が
あ
り
、「
耳
目
ヲ

驚
セ
リ
」
に
朱
の
点
線
が
引
か
れ
見
せ
消
ち
に
さ
れ
て
い
る
。
二
箇
所
の
塗

抹
部
分
は
流
布
本
等
に
な
く
南
都
本
系
諸
本
に
は
あ
る
も
の
で
、
こ
こ
も
南

都
本
系
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
て
、
問
題
は
「
傍
若
無
人
ト
モ
云
ツ

ヘ
シ
」
と
墨
で
書
か
れ
た
後
に
「
イ
ニ
」
と
朱
で
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
墨
・
朱
の
書
き
入
れ
の
基
と
な
っ
た
本
は
共
に
南
都
本
系
統
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
朱
は
イ
本
と
認
識
し
て
い
る
の
だ
。

　

同
様
の
例
は
、「
遠
別
ニ

合ア
ウ

」（
９

オ
６

）
に
も
指
摘
で
き
る
。「
合ア
ウ

」
の
左

に
「
今
ア
リ
【
イ
】」（「
今
ア
リ
」
は
塗
抹
さ
れ
て
い
る
）
と
あ
る
の
で
あ
る
。「
イ

ニ
」
と
「
イ
」
に
ど
の
よ
う
な
使
い
分
け
が
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

書
き
手
の
違
い
を
想
定
す
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

墨
と
朱
の
書
き
入
れ
者
の
意
識
の
違
い
は
、「
是
ハ
文
学
ヲ
モ
嗜
マ
ス
、

諸詩
イ

篇
ニ

モ
携
ラ
ス
」（
８

オ
11
）
に
も
認
め
ら
れ
る
。「
諸
」
の
右
に
は
「
詩
イ
」

と
本
文
と
は
別
の
手
で
墨
書
さ
れ
、
左
に
は
朱
の
見
せ
消
ち
記
号
が
あ
る
。

墨
の
書
き
入
れ
者
が
異
本
の
も
の
と
認
識
し
て
い
た
も
の
を
、
朱
の
書
き
手

は
本
文
に
採
用
し
混
態
本
文
を
創
り
出
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

・
原
本
の
本
文
か
他
本
の
書
き
入
れ
か

　

本
来
な
ら
塗
抹
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
書
き
入
れ
が
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
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残
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
原
本
か
ら
存
在
す
る
も
の
な
の

か
他
本
の
本
文
を
示
し
た
後
人
の
書
き
入
れ
な
の
か
判
然
と
し
な
い
箇
所
が

あ
り
、
こ
れ
も
西
源
院
本
本
来
の
姿
を
分
か
り
に
く
く
し
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
例
を
い
く
つ
か
見
て
お
こ
う
。

　
「
胡
録
ヲ
ハ
櫓
ノヨ
リ

下
ヘ
カ
ラ
リ
ト
投ナ
ケ

落
シ
、
此
箭
一
ヲ
ハ
冥
途
之
旅
ノ
用

心
ニ

可p

シ

持
ト
云
テ
、腰
ニ
サ
シ・
日
本
一
ノ
剛カ
ウ

ノ
者
ノ
」（
11
ウ
９

〜
10
）
か
ら
確
認
し

よ
う
。
織
田
本
は
「
櫓
ノ
下
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
南
都
本
系
は
「
櫓
ヨ
リ

下
」（
筑
波
大
学
本
）
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
西
源
院
本
は
南
都
本
系
の
語
句

を
傍
記
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
塗
抹
さ
れ
た
「
腰
ニ
サ
シ
」
も
南
都
本

系
に
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
ヨ
リ
」
は
塗
抹
し
忘
れ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、「
前
懸
ノ

寄
手セ
テ

五
百
余
人
、
散
ニ々

切
立
・テ

ラ
レ
テ
、
又
門
前【ヒヒ
】エ

颯
ト

引
、
サ
レ
ト
モ
寄
手
大
勢
ナ
レ
ハ
前セ
ン

陣
引
ハ

二ゴ

陣
ノ
悪ア
ラ

手
、
又
呼ヲ
メ
イ
テキ
懸
入
ル
」

（
12
オ
９

〜
11
）
の
、
朱
で
見
せ
消
ち
に
さ
れ
た
「
前
エ

」
の
右
傍
に
は
別
筆

で
「
ヨ
リ
外
ヘ
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
南
都
本
系
諸
本
間
で

も
異
同
が
あ
り
、
筑
波
大
学
本
は
「
門
前
ヘ
」（
相
承
院
本
・
簗
田
本
も
同
）、

内
閣
文
庫
本
は
「
門
ヨ
リ
外
ヘ
」
と
な
っ
て
い
て
西
源
院
本
の
傍
記
や
流
布

本
と
一
致
す
る
。
同
じ
手
で
「
ゴ
」「
ア
ラ
」「
ヲ
メ
イ
テ
」
と
い
う
一
見
ル

ビ
か
と
思
わ
れ
る
カ
ナ
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、「
二
」
の
右
に
付
さ
れ
た

「
ゴ
」
は
ル
ビ
と
は
考
え
ら
れ
ず
、「
後
陣
ノ
荒
手
」（
豪
精
本
）
の
如
き
語
句

を
傍
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
織
田
本
や
南
都
本
系
諸
本

は
「
二
陣
」
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
ル
ビ
と
見
間
違
え
ら
れ
て
、
他
本
と
の

校
異
を
記
し
た
語
句
が
塗
抹
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
身
ヲ
隠
サ
ン

ト
ズ
（
マ
マ
）ル
ニ
所
ロ
ナ
シク

」（
12
ウ
10
）
も
同
様
の
例
と
考
え
ら
れ
る
。「
シ
」
の

右
の
「
ク
」
は
南
都
本
系
の
本
文
の
語
句
が
塗
抹
さ
れ
ず
に
残
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
の
だ
。
な
お
、「
ズ
」
の
濁
点
は
朱
筆
で
あ
る
。

　
「
利
行
俄
ニ

目
暮
ク
レ

鼻
シ

血
タ
リ
ケ
レ
ハ
、
讀
終ハ
テ

ラ
ズ

シ
テ
退
出
シ
タ
リ
ケ
ル

カ
」（
14
オ
４

〜
５

）
も
好
例
で
あ
る
。「
讀
終ハ
テ

ラ
ズ

シ
テ
」
の
「
終
ラ

」
が
朱
で

見
せ
消
ち
に
さ
れ
て
い
る
が
、
織
田
本
が
「
讀
終
ラ
ス
シ
テ
」
と
な
っ
て
い

る
一
方
で
南
都
本
系
他
が
「
読
ハ
テ
ス
シ
テ
」（
内
閣
文
庫
本
）
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、「
ハ
テ
」
は
ル
ビ
で
な
く
他
本
の
語
句
で
、
塗
抹
さ
れ
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
西
源
院
本
の
本
文
は
非
常
に
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
、〈
影
写
本
〉
の
書
写
態
度
に
も
問
題
が
あ
る
。

次
に
こ
の
点
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

五
、
近
代
に
創
出
さ
れ
た
本
文
│
│
巻
二
十
一
を
中
心
に

　

今
回
、
巻
二
十
一
に
も
詳
細
な
書
き
入
れ
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
たＧ
。
章

段
分
け
の
特
徴
と
同
じ
く
、
書
き
入
れ
本
文
も
基
本
的
に
南
都
本
系
の
特
徴

と
一
致
し
、
書
き
入
れ
の
さ
れ
方
は
巻
一
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
だ
。
だ
が
、

〈
影
写
本
〉
の
書
写
態
度
は
両
巻
で
大
き
く
異
な
る
。
そ
れ
は
巻
一
で
は
僅

か
に
し
か
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
書
き
入
れ
本
文
の
混
入
と
い
う
現
象
が
、
巻

二
十
一
に
は
散
見
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、
混
態
の
様
相
を
確
認
し
て

い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　

最
初
に
、
有
名
な
後
醍
醐
の
死
の
場
面
を
見
て
み
よ
う
。

主
上
世【ヒヒ

】ニ

苦
シ
ケ
ナ
／
ル
、
御
息
ヲ
ツ
カ
セ
給
テ
、
妻
子
、
珍
宝
、
及

王
位
、
臨
命
、
終ジ
ユ

時
、
不
随
者
、
是
者
如
来
／
之
金
言
ニ
シ
テ
、
平
生

朕
カ
心
ニ
感【ヒ】セ【ヒ】シ
事
ナ
レ
ハ
、
秦
穆
公
カ
、
三
老【ヒ】ヲ
埋
ミ【
・
】、
妄
執
共
モ

／
成
ヘ
キ
ハ
、
朝
敵
ヲ
・悉

亡
シ
テ
、
四
海
ヲ
シ
テ

太
平
ナ
ラ
シ
メ
ン
ト
思
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フ
事【ヒ
ヒ
ヒ
】

而
已
、
朕
カ

早【ヒ
ヒ
】逝
之
後
ハ

、
／
第
七【ヒ】之
宮
、
天
子
之
位
ニ
即
奉
リ

テ【ヒ】・賢
士、

忠
臣
賢【ヒ】世
事
ヲ
ハ
カ
リ
、義【ヒ
ヒ
】貞
義
助
カ
忠
功
／
ヲ
賞
シ
テ
、子
孫
不
義
之

行
無ナ
ク

者
、
股
肱
之
臣
ト
シ
テ

、
可【ヒ】p

令【ヒ】w

天
下
ヲ

於
鎮
撫【ヒ】a

是【ヒ
ヒ
】ヲ
／
思
ヒ
キ

故【ヒヒ
】ニ

、

玉
骨
者
縦
雖【ヒ】南
山
之
苔
ニ

理
マ
ル
ト
モ

、
魂
魄
者
・
非
継
躰
之
君
ニ

、
臣
モ
非

忠
／
列
之
臣q
ニ

ト
、
委
細
ニ

綸
言
ヲ
残
サ
レ
テ
、
左
之
御
手
ニ
ハ
法
華
経

之
五
ノ

巻
ヲ
持
セ
／
給
ヒ
、
右
ノ
御
手
ニ
ハ
御
剱
ヲ
按【ヒ】シ
テ
、・
八延元
三
年月
十

六
日
之
丑【ヒ】尅
ニ

・
、
遂
ニ
崩
御
成
ニ
ケ
リ
、 

（
40
ウ
９

〜
41
オ
４

）

　

一
行
目
の
「
主
上
世【ヒヒ
】ニ

苦
シ
ケ
ナ
ル
」
の
部
分
、〈
影
写
本
〉
は
「
主
上
苦

シ
ケ
ナ
ル
」
と
、
朱
の
見
せ
消
ち
を
反
映
さ
せ
て
い
る
。
同
様
に
五
行
目
の

「
第
七【ヒ】之
宮
」
を
「
第
八
之
宮
」
と
し
て
い
る
。「
七
」
の
右
に
は
「
八
」
と

別
筆
で
墨
書
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
本
文
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
西
源
院
本
本
文
は
「
第
八
之
宮
」
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
他

本
の
注
記
を
〈
影
写
本
〉
書
写
者
が
混
入
さ
せ
て
し
ま
っ
た
結
果
な
の
で

あ
っ
たＨ
。

　

他
の
部
分
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
以
下
の
書
き
入
れ
も
別
筆
で
、
や
は
り

織
田
本
は
改
変
前
の
本
文
と
一
致
す
る
。
三
行
目
の
「
感【ヒ】セ【ヒ】シ
」
の
「
感
」

の
右
に
「
有
」
と
墨
書
塗
抹
。「
三
老【ヒ】ヲ
埋
ミ

・
」
の
「
老
」
の
右
に
「
良
」

と
墨
書
塗
抹
。「
埋
ミ

」
の
左
下
に
墨
の
補
入
記
号
と
塗
抹
さ
れ
た
朱
の

印

が
あ
り
、
40
ウ
13
の
左
ス
ペ
ー
ス
に
朱
で
そ
の
印
を
書
き
、「
始
皇
帝
ノ
宝

玉
ヲ
随
ヘ
シ
事
一
ツ
モ
朕
カ
心
ニ
取
ラ
ス
只
生
々
世
（
々
ノ
…
こ
の
二
文
字
判

読
不
能
。
南
都
本
に
よ
る
）」
と
墨
書
し
塗
抹
し
て
い
る
。
四
行
目
の

「
事【ヒ

ヒ
ヒ
】

而
已
」の
右
に
「
計
也
」
と
墨
書
塗
抹
。「
早【ヒ
ヒ
】逝
」
の
右
に
「
一
世
」
と

墨
書
塗
抹
。
七
行
目
の
「
魂
魄
者
・
」
の
補
入
記
号
か
ら
左
に
墨
線
が
引
か

れ
、
何
か
文
章
を
塗
抹
し
た
上
に
「
常
ニ
北
闕
ノ
天
ヲ
臨
ン
ト

思
フ

若
命
ヲ

背
キ

義
ヲ

輕
ン

セ
ハ
君
モ
」
と
墨
書
す
る
。
九
行
目
の
「
按【ヒ】シ
テ
」
の
右
に
判
読
不

明
の
墨
書
を
塗
抹
し
、
そ
の
上
に
「
│
シ
テ
」
と
墨
書
。
左
に
「
執
給
ヒ
テ
」

と
墨
書
し
塗
抹
す
る
。「
八延元

三
年月
十
六
日
之
丑【ヒ】尅
ニ
・
」
の
「
丑
」
の
右
に
「
寅
」

と
朱
書
き
し
塗
抹
。
補
入
記
号
の
右
に
「
御
年
五
十
二
ニ

シ
テ
」
と
墨
書
。

こ
れ
ら
の
書
き
入
れ
は
神
宮
徴
古
館
本
等
に
も
近
似
し
た
も
の
が
あ
る
が
、

四
行
目
の
「
一
世
」
や
十
行
目
の
「
寅
」
等
か
ら
南
都
本
系
の
も
の
と
判
ぜ

ら
れ
る
。

　

同
章
段
の
冒
頭
部
も
確
認
す
る
と
、「
康【ヒ

ヒ
】永
三
年
八
月
九
日
ヨ
リ
、
吉
野

之
先【ヒ

ヒ
】帝
御
来【ヒ
ヒ
】縁
之
御
事
有
ケ
ル
カ
」（
40
オ
12
）
と
な
っ
て
い
る
。「
康
永
」

の
右
に
は
本
文
と
同
じ
大
き
さ
な
が
ら
別
筆
で
「
南
朝
ノ

年
号
延
元
」
と
墨

書
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
先
帝
」
の
右
に
は
「
主
上
」
が
、「
来
縁
」
の
右

に
は
「
不
豫
」
が
墨
書
さ
れ
塗
抹
さ
れ
て
い
る
。
改
変
さ
れ
た
本
文
と
南
都

本
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
も
、「
南
朝
ノ

年
号
延
元
」
も
南
都
本
の
本
文
と
考

え
て
良
い
だ
ろ
う
。
章
が
変
わ
る
部
分
で
右
に
ス
ペ
ー
ス
が
十
分
に
あ
っ
た

た
め
に
、
他
の
傍
記
よ
り
も
文
字
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
故
に
南

都
本
の
本
文
の
傍
記
と
判
断
さ
れ
ず
塗
抹
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

そ
の
他
も
見
て
み
よ
う
。「
抑
此
・ノ
法
勝寺
ト
申
ハ
、
専
ラ
四
海
ノ
太
平
ヲ
祈

テ
、
殊
ニ

為p

メ
ニ

致w

百
王
之
安
全q

ヲ

・後

白
川
院
之
御
建
立
有
シ
霊
場
也
」（
40
オ

２

〜
３

）
の
部
分
、〈
影
写
本
〉
は
塗
抹
部
分
を
写
し
て
い
な
い
一
方
で
、
塗

抹
さ
れ
て
い
な
い
本
文
と
別
筆
の
「
後
」
の
補
入
を
本
文
化
し
て
し
ま
っ
て

い
る
。
織
田
本
も
「
白
川
院
」（
こ
れ
が
正
し
い
）
で
あ
る
か
ら
、
書
き
入
れ

を
混
入
さ
せ
た
こ
と
で
誤
っ
た
本
文
に
し
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
別
筆
の
墨
で
記
さ
れ
た
南
都
本
系
本
文
の
傍
記
を
取
り
入

御
年
五
十
二
ニ
シ
テ
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れ
て
し
ま
っ
て
い
る
例
は
他
に
も
あ
る
。
例
え
ば
、「
鶯
・ノ
篭

ヲ
持セ

タ【ヒ
ヒ
】リ
」（
38

ウ
13
）
を
「
鶯
ノ
篭
ヲ
持
セ
タ【ヒ
ヒ
】リ
」
と
し
て
い
る
例
で
あ
る
。
ま
た
、
墨
の

イ
本
注
記
を
取
り
入
れ
混
態
化
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
例
と
し
て
、「
四
月

十
三二
イ

日
三
社
之
神
輿
ヲ
坂
本
ヘ

御
皈
シ【ヒ
ヒ
】入
奉
ル
」（
38
ウ
10
）
が
あ
る
（
朱
の
見

せ
消
ち
部
分
の
右
に
は
「
座
成
」
と
墨
書
さ
れ
塗
抹
さ
れ
て
い
る
）。
こ
の
部
分
、〈
影

写
本
〉
は
「
四
月
十
二
日
」
と
改
変
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

原
本
で
は
「
文
和
三
年
ノ
六
月
・十
三
日ニ

持
明
院
ノ
新
帝
、
山
名
伊【ヒ
ヒ
ヒ
】

豆
守
ニ
ヲ
ソ

ワ
レ
テ
」（
39
オ
５

〜
６

）
と
な
っ
て
い
る
部
分
の
〈
影
写
本
〉
本
文
も
注
意

が
必
要
で
あ
る
。「
十
三
日
」
と
い
う
傍
記
は
別
筆
か
と
思
わ
れ
、
織
田
本

に
は
な
い
。
こ
こ
も
塗
抹
さ
れ
ず
に
残
っ
た
本
文
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
の

だ
が
、〈
影
写
本
〉
は
そ
れ
を
本
文
に
採
用
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
。

　

さ
ら
に
ま
た
、
次
の
場
面
に
も
新
た
な
本
文
を
生
み
出
し
て
い
る
例
を
指

摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

義
助
朝
／
臣
ハ
、
義
貞
打
レ
シ【ヒ】・其

後
勢
ヒ
微
々
也
ト
云
ヘ

共
、
所
々
之

城
墎
ニ

軍
勢
ヲ
篭
居【ヒ】テ
、
サ
／
マ
テ
ハ
・敵
ニ

セ
ハ
メ
ラ
レ
サ
リ
ケ
レ
ハ
、

何イ
ツ

マ
テ
カ
ク
テ
ハ
可p

有
ソ
、
城
々
ノ
勢
ヲ
一
々【ヒ】ニ
合
セ
テ
、
黒
／
丸
ノ

城
ニ
楯
篭
タラ

レル
、
尾
張
守
高
経
ヲ
責
、
敵【ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
】

ニ
懸
ラ
レ
・落

ハ
ヤ
ト
評
定
有

ケ
ル
処
ニ
、 

（
43
ウ
２

〜
５

）

　

二
行
目
の
「
打
レ
シ【ヒ】
」
の
「
シ
」
の
右
に
「
テ
」
と
墨
書
、「
篭
居【ヒ】テ
」

の
「
居
」
の
右
に
「
置
キ
」
と
墨
書
塗
抹
が
認
め
ら
れ
る
。
織
田
本
は
書
き

入
れ
さ
れ
て
い
な
い
形
の
本
文
で
、
墨
の
傍
記
・
朱
の
見
せ
消
ち
・
塗
抹
さ

れ
た
墨
書
は
す
べ
て
南
都
本
の
本
文
と
一
致
す
る
。
こ
の
部
分
の
〈
影
写
本
〉

は
朱
の
見
せ
消
ち
だ
け
を
本
文
に
反
映
さ
せ
て
、
塗
抹
部
分
は
反
映
さ
せ
て

い
な
い
。
そ
の
結
果
、
西
源
院
本
系
と
南
都
本
系
が
混
ざ
っ
た
、
か
つ
て
存

在
し
た
こ
と
が
な
い
本
文
が
創
出
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
。
こ
う
い
っ

た
例
は
、
原
本
の
「
合【ヒ

ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
】

戦
ヲ
致
シ
・
所
々【ヒ】ニ
集
リ
」（
43
ウ
13
）
を
「
所
々
ニ

集
リ
」
と
し
て
い
る
部
分
に
も
指
摘
で
き
る
。
原
本
の
補
入
記
号
の
右
に
は

「
一
」
と
い
う
墨
書
を
塗
抹
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
本
来
は
南
都
本

の
「
一
所
ニ
集
リ
」
と
い
う
本
文
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

だ
が
、〈
影
写
本
〉
は
や
は
り
朱
の
見
せ
消
ち
の
み
本
文
に
反
映
さ
せ
た
た

め
に
、
新
た
な
本
文
を
創
出
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

同
様
に
、
朱
の
見
せ
消
ち
を
反
映
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
示
す

興
味
深
い
部
分
も
あ
る
。
こ
こ
は
先
に
〈
影
写
本
〉
の
本
文
を
引
用
し
よ
う
。

北
国
之
宮
方
頻
ニ

起
テ
、
尾
張
守
高
経
黒
丸
城
ヲ
／
落
サ
レ
ヌ
ト
聞
ヘ

ケ
レ
ハ
、
京
都
以
外
・ニ
騒
テ
急
キ

助
之
兵
ヲ
被p

下
ヘ
キ
評
定
ア
リ
、
則
四
／
方

之
大
将
ヲ
定
テ
・便
宜
之国
々
ノ
勢
ヲ
ソ
添
ラ
レ
ケ
ル 

（
45
オ
７

〜
９

）

　

こ
こ
に
は
原
本
に
は
な
い
、〈
影
写
本
〉
書
写
者
が
加
え
た
補
入
が
二
箇

所
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
補
入
が
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
そ
の

理
由
を
探
る
た
め
に
原
本
を
確
認
す
る
と
、
前
者
は
「
京
都
以
外
ニ【

ヒ
ヒ
ヒ
】

騒
テ
、

急【ヒ
ヒ
】キ
助
之
兵
ヲ
被p

下
ヘ
キ【ヒ】」
と
な
っ
て
い
て
、「
騒
テ
」
の
右
に
「
周
章
シ

テ
」
と
墨
書
塗
抹
、「
下
ヘ
キ
」
の
「
キ
」
の
右
に
「
シ
ト
」
と
墨
書
塗
抹

が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
後
者
の
方
は
「
便【ヒ

ヒ
ヒ
】

宜
之
・其

国
ノ々

勢
」
と
な
っ
て

い
る
。
こ
こ
も
南
都
本
系
本
文
に
す
る
た
め
の
書
き
入
れ
と
考
え
て
良
い
。

　

思
う
に
、〈
影
写
本
〉
書
写
者
は
朱
書
き
を
本
文
に
反
映
さ
せ
る
方
針
で

い
た
た
め
に
、
当
初
見
せ
消
ち
部
分
を
除
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
だ
が
、

〈
影
写
本
〉
書
写
者
は
意
味
が
通
ら
な
く
な
る
こ
と
に
気
付
き
、
見
せ
消
ち

部
分
を
補
入
し
た
の
だ
ろ
う
。
引
用
は
省
略
す
る
が
、「
蠻
夷
階
上
事
」
の

中
（
36
ウ
13
）
に
も
同
様
の
例
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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こ
の
よ
う
に
朱
書
き
を
採
用
す
る
と
本
文
が
乱
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
に

気
付
い
て
い
た
は
ず
な
の
に
、
こ
の
三
行
後
で
は
再
び
朱
の
書
き
入
れ
を
本

文
に
反
映
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
原
本
で
は
「
大
野
群
ヨ【ヒ

ヒ
】リ
向
ハ【ヒ】
ル
」

（
45
オ
12
）
と
一
部
が
朱
で
見
せ
消
ち
に
さ
れ
、「
ヨ
リ
」
の
右
に
は
「
ヘ
」
と
、

「
ハ
」
の
右
に
は
「
ケ
ラ
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。「
ヘ
」「
ケ
ラ
」

と
記
す
こ
と
で
や
は
り
南
都
本
系
の
本
文
に
し
て
い
る
の
だ
が
、〈
影
写
本
〉

は
そ
の
南
都
本
系
の
本
文
に
改
変
さ
れ
た
も
の
を
写
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
は
、
傍
記
も
塗
抹
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
原
本
書
写
者
の
手
に
よ
る
も

の
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
が
、〈
影
写
本
〉
書
写
者
の
判
断
が
混
態
本
文
を

創
り
出
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
。〈
影
写
本
〉
の
本
文
に
は
、
こ
の
よ
う

に
書
写
者
の
判
断
に
よ
っ
て
混
態
化
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
場
面
が
し
ば
し

ば
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
こ
れ
ま
で
に
刊
行
さ
れ
て
き
た
西
源
院
本
テ
キ
ス
ト

す
べ
て
に
継
承
さ
れ
て
き
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
るＩ
。

　

も
う
一
例
だ
け
同
様
の
例
を
見
て
お
こ
う
。
再
び
原
本
か
ら
引
用
す
る
。

梅
カ
香
ヲ
櫻
ノ
色
／
ニ
移
シ
テ
ハ【ヒ】、
柳
之【ヒ】枝
ニ
サ
カ
セ
タ
ラ
ン
コ
ソ
、

ケ
ニ
モ
此
御
形
ニ
ハ
タ
ト
ヘ
メ
ト
テ
、
遂
ニ
花
之
喩
／
ヘ
ノ
数
ニ
モ

入
セ

給
ハ
ヌ【ヒ】上
ハ
・申
モ

中
々
言
ニ
モ
及
ハ
サ
ル
事
ニ
テ
候
、 

（
47
オ
11
〜
13
）

　

二
行
目
の
「
柳
之【ヒ】枝
」
の
「
枝
」
の
右
に
は
「
カ
」
と
墨
書
、
三
行
目
の

「
給
ハ
ヌ【ヒ】
」
の
「
ヌ
」
の
右
に
は
「
サ
リ
シ
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
も
本
文
と
別
筆
で
あ
る
。改
変
さ
れ
た
本
文
は
南
都
本
系
と
同
じ
で
、〈
影

写
本
〉
は
こ
の
南
都
本
系
の
本
文
を
採
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
他
に
も
、
原
本
の
「
威
ヲ【ヒ】・ニ

閉【ヒ
ヒ
】テ（「
閉
」
の
右
傍
に
「
盡
」
を
墨
書
塗
抹
）」

（
36
ウ
10
）
を
「
威
ニ
閉
テ
」
と
し
て
い
る
例
、「
忿
テ
、
・若
者
共
自【ヒ】
三
百
余
騎

ノ【ヒ
ヒ
ヒ
】

勢
ヲ
」（
37
ウ
11
）
を
「
忿
テ
、
三
百
余
騎
」
と
し
て
い
る
例
、「
響
テ

カ【ヒ
ヒ
ヒ
】

シ
テ
」（
39
ウ
６

）
を
「
響
テ
」
と
し
て
い
る
例
、「
飛
去
ト
見
ヘ
ケ【ヒ
ヒ
ヒ
】

ル
カ

（「
ケ
」
の
右
に
「
テ
」
と
墨
書
）」（
39
ウ
12
）
を
「
飛
去
ト
見
ヘ
テ
」
と
し
て
い

る
例
、「
近
付
奉
ラ【ヒ

ヒ
】セ
テ
」（
40
ウ
２

）
を
「
近
付
奉
テ
」
と
し
て
い
る
例
、「
叡

心【ヒ】ニ

懸
ラ
レ
候
ヘ
カ【ヒ】シ
（「
心
」
の
右
傍
に
「
念
」
を
墨
書
塗
抹
）」（
40
ウ
９

）
を
「
叡

心
ニ

懸
ラ
レ
候
ヘ
シ
」
と
し
て
い
る
例
、「
保
テ【ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
】

ヲ
ハ
セ
ス
ヤ
（「
ヲ
ハ
」
の
右

傍
に
「
候
ハ
」
を
墨
書
塗
抹
）」（
41
ウ
13
）
を
「
保
ス
ヤ
」
と
し
て
い
る
例
、「
落

シ
テ
コ【ヒ

ヒ
】ソ
」（
45
オ
６

）
を
「
落
シ
テ
」
と
し
て
い
る
例
、「
ホ
ノ
〳【
ヒ
ヒ
】

〵
ト

（「
〳
〵
」
の
右
に
「
カ
ニ
」
と
墨
書
）」（
47
ウ
７

）
を
「
ホ
ノ
カ
ニ
」
と
し
て
い

る
例
、「
角
コ【ヒ

ヒ
】ソ
覚
テ
（「
コ
ソ
」
の
右
に
「
ヤ
ト
」
と
墨
書
）」（
47
ウ
13
）
を
「
角

ヤ
ト
覚
テ
」
と
し
て
い
る
例
、「
心
地
ハ【ヒ】シ
ナ
カ
ラ
・ア
ラ

」（
48
オ
３

）
を
「
心

地
シ
ナ
カ
ラ
」
と
し
て
い
る
例
、「
使【ヒ】ヲ
遣ハ

サ
レ
テ
（「
使
」
の
右
に
「
文
」
と

墨
書
）」（
49
オ
10
）
を
「
文
ヲ
遣
ハ
サ
レ
テ
」
と
し
て
い
る
例
な
ど
、
南
都

本
系
の
書
き
入
れ
本
文
を
採
用
し
て
し
ま
っ
て
い
る
例
が
散
見
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
だ
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
巻
一
に
こ
の
よ
う
な
例
は
殆
ど
見
ら
れ
な

い
。
巻
一
と
巻
二
十
一
の
〈
影
写
本
〉
書
写
者
の
書
写
態
度
は
異
な
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
。

　

以
上
、
巻
二
十
一
の
〈
影
写
本
〉
本
文
に
は
、
西
源
院
本
本
文
と
南
都
本

系
本
文
の
混
態
本
文
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
例
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
を
確

認
し
て
き
た
。
ま
た
、〈
影
写
本
〉
の
書
写
態
度
が
巻
に
よ
っ
て
異
な
る
可

能
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
こ
こ
ま
で
詳
細
な
書
き
入
れ
が
な
さ
れ
て

い
る
の
は
、
巻
一
と
巻
二
十
一
だ
け
で
あ
る
が
（
な
ぜ
こ
の
二
巻
だ
け
に
詳
細

な
書
き
入
れ
が
あ
る
の
か
は
未
詳
）、〈
影
写
本
〉
に
は
問
題
が
あ
る
こ
と
が
理

解
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
で
は
今
後
、
西
源
院
本
（
系
統
）
の
本
文
研
究

は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
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六
、
織
田
本
の
重
要
性

　

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
織
田
本
の
存
在
で
あ
る
。
先
述
し
た
通
り
、

織
田
本
は
西
源
院
本
の
転
写
本
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
ほ
ど
、
西
源
院
本
と
関

係
が
深
い
。
た
だ
し
、
西
源
院
本
と
織
田
本
が
極
め
て
近
い
関
係
に
あ
る
こ

と
は
確
か
で
あ
る
が
、
転
写
本
で
は
な
い
よ
う
だ
。
本
論
で
扱
っ
て
き
た
西

源
院
本
の
書
き
入
れ
が
ま
っ
た
く
な
い
上
に
、
擦
り
消
ち
改
変
以
前
の
本
文

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
現
存
西
源
院
本
の
転
写
本
で
あ
る
は
ず
が
な

い
。
ま
た
、
巻
二
十
一
の
次
の
部
分
か
ら
は
、
書
き
入
れ
が
な
さ
れ
る
前
の

西
源
院
本
を
写
し
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

康カ
ウ

永
元
年
三
月
廿
二ヒ
日
従w

岡ヲ
カ

崎
之
在
家a

俄
ニ

失
火
出
来
シ

テ
、

四【ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
】

隣
之
在
家
一
両
宇
・
焼
失【ヒ
ヒ
】シ
ケ
ル
カ 

（
39
オ
12
〜
13
）

　
〈
影
写
本
〉
は
「
二
」
の
左
に
記
さ
れ
た
墨
の
見
せ
消
ち
を
写
し
て
い
な

い
が
、
原
本
は
、
南
都
本
系
の
「
廿
日
」（
南
都
本
）
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
補
入
記
号
右
の
塗
抹
部
分
は
判
読
で
き
な
い
も
の
の
、
南
都
本
系
の

「
焼
静
リ
」（
南
都
本
）
の
如
き
文
言
が
記
さ
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
な

お
、
朱
の
見
せ
消
ち
記
号
の
部
分
は
焼
失
し
て
い
る
た
め
〈
影
写
本
〉
に
基

づ
い
て
い
る
。
こ
の
部
分
の
織
田
本
を
見
て
み
よ
う
。

康
永
元
年
二
月
十
二
日
、
岡
崎
之
在
家
ヨ
リ
俄
ニ

炎
出
来
テ
、
四
隣
之

在
家
一
両
宇
焼
失
シ
ケ
ル
カ
、

　

二
箇
所
の
傍
線
部
に
顕
著
で
あ
る
よ
う
に
、
西
源
院
本
と
異
な
っ
て
い

る
。
西
源
院
本
の
こ
の
部
分
は
誤
読
の
し
よ
う
が
な
い
ほ
ど
明
確
に
書
か
れ

て
い
る
か
ら
、
織
田
本
の
誤
写
の
可
能
性
は
極
め
て
低
い
。
こ
の
他
に
も
、

両
本
を
比
較
す
る
と
細
か
な
異
同
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
転
写
本
と

は
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
う
だ
と
し
て
も
、
織
田
本
が
西
源
院
本
本
文
を
知
る
上
で
重

要
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
。
本
文
が
変
え
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

以
上
、
原
本
が
焼
損
・
焼
失
し
た
部
分
で
あ
っ
て
も
〈
影
写
本
〉
を
安
易
に

使
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
残
さ
れ
た
唯
一
の
西

源
院
本
系
統
の
織
田
本
を
底
本
に
し
、
西
源
院
本
で
校
訂
し
た
本
文
を
作
成

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
信
頼
で
き
る
良
質
な
「
南
北
朝
・

室
町
期
の
『
太
平
記
』
を
代
表
す
る
テ
ク
ス
ト
」
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、

織
田
本
を
底
本
に
し
た
校
訂
本
文
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
の
だ
。

七
、
お
わ
り
に

　

本
論
で
述
べ
た
内
容
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
お
く
。

一
、
西
源
院
本
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
本
文
は
南
都
本
系
統
で
あ
る
。

二
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
の
影
写
本
（
本
論
に
い
う
〈
影
写
本
〉）

は
臨
模
本
で
あ
っ
た
。

三
、〈
影
写
本
〉
に
は
書
き
入
れ
が
混
入
し
、
混
態
本
文
と
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。

四
、
西
源
院
本
系
統
の
本
文
研
究
の
た
め
に
は
、
織
田
本
を
底
本
と
し

た
校
訂
本
文
が
必
要
で
あ
る
。

　

右
の
他
に
も
、
書
き
入
れ
本
文
と
『
参
考
太
平
記
』
の
関
係
や
、
書
き
入

れ
・
塗
抹
が
な
さ
れ
た
時
期
な
ど
に
つ
い
て
も
論
じ
る
用
意
が
あ
る
が
、
こ

れ
ら
残
さ
れ
た
問
題
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
に
し
た
い
。
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注（
１

）　

以
下
、
諸
本
の
分
類
、
特
徴
、
位
置
付
け
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
長
坂
成

行
氏
『
伝
存
太
平
記
写
本
総
覧
』（
泉
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２

）　

鷲
尾
順
敬
氏
校
訂
『
西
源
院
本
太
平
記
』（
刀
江
書
院
、
一
九
三
六
年
）「
解
説
」。

（
３

）　

兵
藤
裕
己
氏
「『
太
平
記
』
の
本テ
ク
ス
ト文
」（『
太
平
記
（
四
）』
岩
波
書
店
、
二
〇

一
五
年
）。

（
４

）　

神
田
本
の
欠
巻
部
を
西
源
院
本
で
補
っ
て
お
り
、
本
論
で
扱
う
巻
二
十
一
は

西
源
院
本
で
あ
る
。

（
５

）　

た
だ
し
、
ク
レ
ス
出
版
影
印
本
で
は
〈
影
写
本
〉
の
朱
書
き
が
見
え
な
い
例

が
散
見
さ
れ
る
。

（
６

）　

亀
田
純
一
郎
氏
「
太
平
記
」（「
岩
波
講
座
日
本
文
学
」
一
九
三
二
年
七
月
）、

村
田
正
志
氏
「
太
平
記
に
つ
い
て
」（「
特
殊
文
庫
連
合
協
議
会
主
催
文
化
講
演

シ
リ
ー
ズ　

第
一
巻
」
一
九
六
一
年
十
月
）、
注（
３

）兵
藤
氏
解
説
も
同
じ
認

識
で
あ
る
。

（
７

）　
「
北
固
山
」
の
「
固
」
を
「
怘
」
と
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
渡
辺
守
邦
氏
・

後
藤
憲
二
氏
編
『
新
編
蔵
書
印
譜　

中
』（
青
裳
堂
書
店
、
二
〇
一
四
年
）、
長

坂
成
行
氏
『
篠
屋
宗
礀
と
そ
の
周
縁　

近
世
初
頭
・
京
洛
の
儒
生
』（
汲
古
書

院
、
二
〇
一
七
年
）
に
西
源
院
の
蔵
書
印
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、『
太
平
記
』

に
押
さ
れ
た
も
の
と
同
じ
印
は
な
い
。
な
お
、
印
文
の
読
解
に
は
池
澤
一
郎
氏

の
御
教
示
を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
あ
げ
る
。

（
８

）　

注（
２

）で
鷲
尾
氏
は
「
西
源
院
本
太
平
記
に
は
、
巻
末
及
び
本
文
中
に
後
人

の
註
記
あ
り
。
皆
其
本
文
と
同
筆
な
れ
ば
、
西
源
院
本
の
原
本
た
る
應
永
本
に

既
に
存
し
た
る
も
の
た
る
こ
と
明
白
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
今
回
の

調
査
で
、「
後
人
」
に
よ
る
「
別
筆
」
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

（
９

）　

高
橋
貞
一
氏
『
太
平
記
諸
本
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
〇
年
）「
西

源
院
本
」
の
項
に
、
す
で
に
巻
一
に
は
書
き
入
れ
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
朱
の
見
せ
消
ち
を
本
文
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。

（
10
）　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
は
、
焼
損
以
前
の
写
真
（
巻
一
冒
頭
の
見
開
き
一

丁
と
巻
二
十
五
巻
末
の
半
葉
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
刀
江
書
院

本
・
ク
レ
ス
出
版
影
印
本
（
第
一
巻
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
本
論
で
扱
っ
た

写
真
は
「
西
源
院
本
太
平
記　

其
ノ
一
」（
請
求
記
号
「
台
紙
付
写
真328-

5488

」）
で
あ
る
。

（
11
）　

注（
９

）参
照
。

（
12
）　

神
田
本
・
西
源
院
本
・
織
田
本
・
神
宮
徴
古
館
本
・
玄
玖
本
・
松
井
本
・
島

津
家
本
・
南
都
本
・
簗
田
本
・
内
閣
文
庫
本
・
筑
波
大
学
本
・
相
承
院
本
・
宝

徳
本
・
正
木
本
（
文
禄
本
）・
竹
中
本
・
今
川
家
本
・
吉
川
家
本
・
米
沢
本
・

毛
利
家
本
・
書
陵
部
本
・
学
習
院
本
・
吉
田
文
庫
本
・
前
田
家
本
・
天
理
甲
本
・

神
宮
文
庫
本
・
梵
舜
本
・
流
布
本
（
慶
長
八
年
古
活
字
本
）・
天
正
本
・
教
運

本
（
義
輝
本
）・
野
尻
本
・
龍
谷
大
学
本
・
京
大
本
・
豪
精
本
・
武
田
本
・
釡

田
本
・
中
京
大
学
本
（
日
置
本
）。

（
13
）　

後
述
す
る
よ
う
に
、
吉
田
文
庫
本
・
宝
徳
本
・
豪
精
本
・
京
大
本
は
「
七
宮
」

と
す
る
の
で
、
書
き
入
れ
と
一
致
し
な
い
。
中
京
大
学
本
も
「
太
神
宮
ヘ

奉ハ
ウ
ヘ
イ
シ

幣
使
ヲ
被
下
」
と
す
る
（
豪
精
本
は
「
伊
勢
ノ

太
神
宮
ヘ
内
ノ

奉
幣
使
ヲ
被

p

下
」）
の
で
書
き
入
れ
と
一
致
し
な
い
。

（
14
）　

た
だ
し
、
西
源
院
本
に
南
都
本
系
本
文
と
の
校
異
が
す
べ
て
書
き
込
ま
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
現
存
す
る
南
都
本
系
諸
本

の
ど
れ
か
一
つ
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
15
）　

天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
織
田
長
意
写
。
注（
１

）長
坂
氏
著
書
・
注（
９

）

高
橋
氏
著
書
参
照
。
鈴
木
登
美
惠
氏
「
尊
経
閣
文
庫
蔵
太
平
記
覚
え
書
」（「
国

文
」
十
四
、
一
九
六
〇
年
十
二
月
）
は
高
橋
氏
の
論
を
参
照
と
記
さ
れ
る
だ
け

で
織
田
本
に
つ
い
て
の
詳
論
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
内
容
は
西
源
院
本
（
竜

安
寺
蔵
）
と
同
一
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
筆
者
も

転
写
本
と
は
考
え
て
い
な
い
。

（
16
）　

た
だ
し
、「
塩
冶
判
官
讒
死
事
」
の
途
中
ま
で
し
か
書
き
入
れ
・
塗
抹
等
は

な
い
。
ど
う
い
う
わ
け
か
、
侍
従
が
高
師
直
の
許
か
ら
逃
げ
去
る
場
面
（
50
ウ
）

以
降
に
は
書
き
入
れ
・
塗
抹
等
が
な
い
。

（
17
）　

同
様
に
し
て
、
巻
二
十
一
で
は
す
べ
て
「
八
之
宮
（
八
宮
）」
に
改
変
さ
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

・
先
帝
崩
御
ノ
刻
、
勅
チ
ヨ
ク
シ

遺ノ
コ

サ
レ
テ【ヒ】、
第
七【ヒ】宮
ヲ
御
位
ニ

即
マ
イ
ラ
セ

 

（
41
ウ
９

）

　

・
第
七【ヒ】宮
、
天
子
之
位
ニ

即
セ
給
フ 

（
42
ウ
６

）
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と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
二
例
と
も
、
や
は
り
「
七
」
の
右
傍
に
は
「
八
」

と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

（
18
）　

岩
波
文
庫
本
も
〈
影
写
本
〉
本
文
を
採
用
し
て
い
る
。
な
お
、
注（
３

）で
兵

藤
氏
は
〈
影
写
本
〉
は
「
き
わ
め
て
精
確
な
影
写
本
」
で
あ
る
と
さ
れ
、
本
文

の
作
成
に
際
し
て
は
原
本
と
〈
影
写
本
〉
を
用
い
た
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
の
で
、

〈
影
写
本
〉
を
底
本
に
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【
引
用
本
文
】　

神
田
本
：
汲
古
書
院
刊
影
印
本
、
玄
玖
本
：
勉
誠
社
刊
影
印
本
、
内
閣

文
庫
本
：
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
竹
中
本
：
未
刊
国
文
資
料

刊
行
会
『
穂
久
邇

文
庫
蔵
太
平
記
〔
竹
中
本
〕
と
研
究
』、
教
運
本
（
義
輝
本
）：
勉
誠
社

刊
影
印
本
『
義
輝
本
太
平
記
』、
京
大
本
：
勉
誠
出
版
刊
本
、
武
田
本
：
國
學

院
大
學
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
中
京
大
学
本
（
日
置
本
）：
新
典
社
刊
影

印
本
、
流
布
本
：
旧
大
系
。
そ
の
他
は
す
べ
て
、
原
本
、
デ
ジ
タ
ル
カ
ラ
ー
写

真
、
紙
焼
き
写
真
を
用
い
た
。

【
謝
辞
】　

西
源
院
本
の
調
査
・
撮
影
の
御
許
可
を
い
た
だ
い
た
龍
安
寺
の
岩
田
晃
治

氏
、
貴
重
な
お
時
間
を
割
い
て
い
た
だ
い
た
京
都
国
立
博
物
館
の
羽
田
聡
氏
お

よ
び
上
杉
智
英
氏
に
、
深
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

な
お
、
本
論
はJSPS K

A
K
EN
H
I Grant N

um
ber JP18K

00331

と

JSPS K
A
K
EN
H
I Grant N

um
ber JP19K

00306

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

新
　
刊
　
紹
　
介

日
下
力
著

『
中
世
日
本
文
学
の
探
求
』

　

本
書
は
、
長
年
軍
記
物
語
研
究
の
中
核
を
担
っ

て
き
た
著
者
が
、
既
刊
に
含
ま
れ
て
い
な
い
論
稿

に
新
た
な
成
果
を
加
え
て
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

書
評
や
エ
ッ
セ
イ
も
含
め
れ
ば
実
に
二
十
六
章
に

及
ぶ
大
著
で
、
そ
の
話
題
も
多
岐
に
わ
た
る
。

　

ま
ず
第
一
章
で
は
、「
軍
記
物
語
」
と
い
う
用

語
の
定
義
に
つ
い
て
改
め
て
振
り
返
り
、
そ
の
本

質
と
し
て
、
明
ら
か
な
虚
構
や
誇
張
に
見
え
る

「
物
語
」
と
し
て
の
性
質
と
、
日
時
の
記
述
に
対

す
る
強
い
意
識
等
か
ら
窺
え
る
「
記
」
と
し
て
の

性
質
を
挙
げ
る
。
更
に
、
続
く
第
二
章
に
か
け
て
、

戦
争
と
死
と
い
う
現
実
に
直
面
し
た
人
々
の
生
き

た
感
情
と
、
物
語
世
界
と
の
距
離
に
つ
い
て
問
題

提
起
を
行
っ
て
い
る
。

　

第
三
章
以
降
は
諸
作
品
に
関
す
る
具
体
的
な
論

稿
に
な
る
が
、『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』『
平

家
物
語
』『
承
久
記
』
と
い
っ
た
特
定
の
軍
記
作

品
を
取
り
扱
っ
た
も
の
以
外
に
も
、
例
え
ば
第
五

章
で
は
源
頼
政
に
ま
つ
わ
る
和
歌
群
を
総
合
的
に

検
討
し
、
そ
の
挙
兵
に
至
っ
た
過
程
を
考
察
し
て

い
る
。
ま
た
、
第
十
四
章
で
は
東
国
、
特
に
鎌
倉

と
い
う
土
地
自
体
に
着
目
し
、
源
氏
一
門
の
再
生

の
地
と
し
て
の
性
質
を
、
諸
作
品
か
ら
読
み
解
い

て
い
る
。
そ
の
他
に
も
、
第
十
九
章
、
第
二
十
章

で
は
、
研
究
史
の
観
点
か
ら
、
明
治
か
ら
昭
和
に

か
け
て
活
動
し
た
五
十
嵐
力
氏
の
業
績
に
着
目

し
、
再
評
価
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
極
め
て
多
彩
な
内
容
を
持
つ
本

書
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、

そ
の
国
際
的
な
視
野
の
広
さ
で
あ
る
。
第
四
章
で

は
、
イ
ラ
ン
の
一
大
叙
事
詩
『
シ
ャ
ー
・
ナ
ー
メ

（
王
書
）』
を
取
り
上
げ
、「
国
民
文
学
」
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
を
通
し
て
『
平
家
物
語
』
と
の
比
較

を
行
っ
て
い
る
。
先
述
し
た
第
一
章
で
も
、
ウ
ェ

ル
ギ
リ
ウ
ス
の
『
ア
エ
ネ
ー
イ
ス
』
を
は
じ
め
と

す
る
叙
事
詩
の
民
族
主
義
的
性
質
に
つ
い
て
言
及

し
て
お
り
、
こ
う
し
た
関
心
か
ら
も
興
味
深
い
内

容
と
な
っ
て
い
る
。

（
二
〇
一
九
年
十
月　

汲
古
書
院　

Ａ
５

判　

四

〇
一
頁　

本
体
九
五
〇
〇
円
） 　
〔
古
谷
尚
洋
〕


